
保存科学研究集会 2012 
「古代の繊維－古代繊織技術研究の最近の動向－」 

 

平成 25 年 1 月 17 日(木) 

奈良文化財研究所 平城宮跡資料館講堂 

 

プログラム 
 

１月１７日（木） 

9：30～ 受付開始  

10：00～10：10 開会挨拶  

 

◆基調講演 

10：10～10：50 「繊維文化財の材質研究の進歩 

－過去から現在、未来へ－」 

佐藤昌憲 

（京都工芸繊維大学名誉教授） 

 

◆第一セッション 

10：55～11：25 「金属腐食による文化財繊維品の 

無機物化メカニズムについての一考」

手代木美穂 

（山形大学） 

11：30～12：00 「出土絹製文化財における劣化と 

二次構造変化の関連性について」 

赤田昌倫 

(奈良文化財研究所) 

12：00～12：50 昼休み  

12：50～13：30 ポスターセッション  

 

◆第ニセッション 

13：40～14：10 「顕微赤外分光分析法による 

出土染織文化財の材質分析」 

奥山誠義 

（奈良県立橿原考古学研究所） 

14：15～14：45 「古墳から奈良時代の 

金糸の仕様と作例」 

沢田むつ代 

(東京国立博物館) 

14：45～14：55 休憩  

14：55～15：25 「正倉院宝物にみる繊維素材」 中村力也 

(宮内庁正倉院事務所) 

15：30～16：00 「弥生・古墳時代における麻布の製作技術」 東村純子 

(国立民族学博物館) 

 

◆総合討議 

16：20～16：55 総合討議・質疑応答  

   

16：55～17：00 閉会挨拶  
 


